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大
江
匡
一
房
「
殿
下
御
八
講
願
文
」

ー

l
l

『
匡
一
房
全
集
』
の
完
成
に
向
け
て

は
承
保
二
年
の
作
か

『
本
朝
統
文
粋
』
巻
十
二
に
「
殿
下
御
八
講
願
文
」
と
題
す
る
作
品
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
作
者
は
大
江
匡
房

と
あ
っ
て
制
作
年
時
は
明
ら
か
で
あ
る
が

願
主
「
関
白
従
一
位
」

で
、
『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
巻
三
に
も
同
題
で
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
願
文
は
本
文
末
尾
に
「
承
保
二
年
五

を
誰
人
に
当
て
る
か
に
つ
い
て
は
や
や
問

O
七
五

五
月
四
日
当
時
の
関
白
は
従
一
位
藤
原
教
通
で
あ
る
。
し
か
し
『
本
朝
統
文
粋
』
の
目
録
で
は
こ
の

八
講
願
文
」
と
し
（
本
文
題
目
の
右
傍
に
は
「
京
極
前
太
政
大
臣
」
と
小
字
注
記
さ
れ
る
）
、
ま
た
『
江
都
督

「
京
極
大
殿
御
八
講
」
と
あ
り
、
両
書
と
も
に
願
主
を
藤
原
師
実
と
す
る
。
実
の
と
こ
ろ
師
実
は
承
保
二
年
五

左
大
臣
で
あ
り
、

彼
人
が
詔
を
受
け
て
関
白
と
な
る
の
は
、
教
通
が

る

」
の
よ
う
に
願
主
の
記
載
と
法
会
の
日
付
と
の
聞
に
は
矛
盾
が

」
の
年
の
九
月
二
十
五
日
に
亮
じ
て
後
、

見
出
さ
れ
る
。

佐
藤

道
生

（
一O
四
一
l・t
・
－
一

月
四
日
弟
子
関
白
従
一
位
」

題
が
あ
る
。
承
保
二
年

願
文
を
「
京
極
前
太
政
大
臣

納
言
願
文
集
』
の
目
録
に
も

月
の
時
点
で
は
ま
だ
従
一
位

十
月
十
五
日
の
こ
と
で
あ

-61-(424) 



こ
の
こ
と
は
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
『
史
料
綜
覧
』
（
一
九
二
五
年
）

で
は
承
保
二
年
五
月
四

日
条
に
『
本
朝
統
文
粋
』
を
典
拠
と
し
て
「
関
白
教
通
八
講
ヲ
修
ス
」
と
す
る
。

で
は
願
主
を
師
実
と
し
て
日
付
の
「
承
保
二
年
」
を
「
三
年
」
に
改
め
て
い
る
。
近
年
で
は
川
口
久
雄
『
大
江
匡
房
』

一
方
『
〈
新
訂
増
補
〉
国
史
大
系
』
所
収
の
『
本
朝
続
文

粋
』
（
一
九
四
一
年
）

（
一
九
六
八
年
、
吉
川
弘
文
館
）は
『
史
料
綜
覧
』
に
し
た
が
い
、
木
本
好
信
「
江
記
逸
文
集
成
』
（
一
九
八
五
年
、
図
書
刊
行
会
）
、
高
橋

伸
幸
「
『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
総
目
録
附
笥
記
」
は
矛
盾
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
、
」
の
願
文
を
承
保
二
年
五
月
四
日
の
作
、
願
主
は
師
実

と
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
願
文
の
内
容
を
具
さ
に
検
討
し

こ
の
問
題
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
た
い
と
思
う
。

そ
こ
で
ま
ず
願
文
の
本
文
を
段
落
に
分
け
て
一
不
し
、次
に
そ
の
訓
読
文
を
掲
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。
本
文
は
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵

「
本
朝
統
文
粋
』
に
拠
り

誤
写
と
思
わ
れ
る
文
字
は
そ
の
右
傍
に

）
に
括
っ
て
正
し
た
。
ま
た
訓
読
は
訂
正
し
た
本
文
に
し
た
が
っ

て
行
な
っ
た
。京

極
前
太
政
大
臣

殿
下
御
八
講
願
文

大
府
卿

弟
子
某
敬
白
。
満
月
円
融
之
尊
、
影
分
於
百
億
之
外
、
宝
蓮
開
敷
之
教
、
香
遍
於
三
千
之
中
。
仏
法
之
沖
濯
、
不
可
得
称
。
（
第
一
段
）

伏
惟
、
先
公
者
累
葉
上
相
之
家
嫡
、
六
代
左
戚
之
重
臣
也
。
降
山
岳
之
神
霊
、
少
入
大
麓
之
雨
、
受
河
洛
之
秀
気
、
早
済
巨
川
之
風
。
故

（
総
）
（
真
）

返
俗
於
黄
炎
。
四
海
皆
戴
芳
午
之
因
山
、
三
朝
共
寄
撫
己
之
任
。
至
彼
功
成
理
定
、
出
俗
入
直
、
憂
閣
払
衣
、
謝
貌
闘
而
遁

能
致
君
於
莞
舜
、
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名
、
煙
霞
浪
迩
、
剃
周
羅
而
間
道
。
可
謂
行
蔵
之
義
、
独
光
宇
宙
、
現
当
之
謀
、
長
冠
幽
明
者
也
。

（
向
聞
）

弟
子
応
祈
係
之
内
挙
、
編
伯
禽
之
外
両
。
年
縁
三
五
、
位
登
月
卿
、
齢
初
十
九
、
職
至
風
后
。
方
今
継
祖
考
之
余
塵
、
極
人
臣
之
崇
班
、

（
之
）

乗
国
釣
而
当
朝
、
摂
皇
綱
而
理
世
。
栄
余
於
身
、
便
是
先
公
之
徳
也
、
賞
過
於
分
、
何
唯
弟
子
幸
哉
。
（
第
三
段
）

（
絶
）
（
逐
）

於
戯
、
風
樹
長
推
、
墳
松
漸
扶
。
日
辰
昏
一
幼
、
春
秋
九
廻
。
蒸
々
之
心
、
感
物
増
思
、
漣
々
之
涙
、
遂
年
未
乾
。
仇
奉
造
立
白
檀
四
尺
二

（
第
二
段
）

寸
釈
迦
如
来
像
、
普
賢
文
殊
二
菩
薩
像
各
一
体
。
奉
書
写
金
字
妙
法
蓮
華
経
一
部
八
巻
、
無
量
義
観
音
普
賢
阿
弥
陀
般
若
心
等
経
各
一
巻
。

麦
秋
晴
天
、
梅
雨
良
曜
、
排
象
岳
而
擬
鷲
嶺
、
掃
蓮
府
而
展
華
定
。
堀
二
十
四
日
之
醇
葉
、
開
四
日
八
座
之
講
説
。
叩
玄
屑
而
不
滞
、
皆
是

法
門
之
関
西
孔
子
也
、
論
円
珠
而
解
紛
、
抑
亦
釈
氏
之
市
南
宜
僚
也
。
安
椀
線
合
陰
、
水
石
増
美
。
彩
龍
画
錦
之
任
暁
浪
、
混
妙
曲
於
瑠
璃

之
琴
、
錦
幡
繍
蓋
之
映
夕
陽
、
添
潤
色
於
菊
翠
之
箔
。
況
復
禅
定
大
后
者
弟
子
之
同
胞
也
、
移
締
帳
而
恭
連
環
宜
号
、
中
宮
殿
下
者
弟
子
之
長

女
也
、
出
紫
闇
而
暫
廻
金
根
。
以
生
相
府
之
光
彩
、
以
助
法
会
之
威
儀
。
新
生
恵
業
、
奉
貫
先
公
。

（
第
四
段
）

夫
三
身
一
身
本
相
即
之
故
、
難
応
身
必
具
足
法
報
身
、
前
仏
後
仏
体
皆
同
之
故
、
雄
一
仏
亦
供
養
無
量
仏
。
定
知
四
土
教
主
悉
影
向
於
此

（
併
）

庭
、
三
世
如
来
佑
昭
臨
於
此
地
。
宜
各
証
明
弟
子
之
丹
心
、
速
伴
増
進
先
公
之
紺
頂
。
抑
先
公
広
作
仏
事
之
善
根
、
裁
楚
越
竹
未
可
説
窮
、

利
益
衆
生
之
願
海
、
尽
虚
空
界
不
能
容
受
。
必
遊
化
於
十
方
之
浄
利
、
宣
俳
佃
於
三
有
之
故
郷
。
然
猶
若
未
昇
十
地
之
真
位
、
則
掬
如
々
実

（
無
）

相
之
水
洗
其
塵
垢
、
若
未
断
一
品
之
普
明
、
亦
挑
智
々
清
浄
之
燈
増
其
光
輝
。
昔
王
丞
相
之
年
々
拝
先
墳
失
、
未
訪
菩
提
浬
繋
之
門
、
何
司

徒
之
日
々
設
中
食
罵
、
猶
暗
報
恩
追
孝
之
道
。
今
之
所
修
、
不
恥
於
古
而
己
。
上
自
有
頂
天
、
下
至
無
関
獄
、
廻
向
所
及
、
済
度
無
辺
。
弟

子
某
敬
白
。

（
第
五
段
）

承
保
二
年
五
月
四
日
弟
子
関
白
従
一
位

(422) 



殿
下
の
御
八
講
の
願
文

そ
れ
が
し
つ
つ
し
ま
を
あ
ま
ね

弟
子
某
敬
ん
で
白
す
。
満
月
円
融
の
尊
、
影
百
億
の
外
に
分
た
る
。
宝
蓮
開
敷
の
教
へ
、
香
三
干
の
中
に
遍
し
。
仏
法
の
沖
盗
、

大
府
卿

(421) 

得
て
称
す
る
可
か
ら
ず
。

お
も
ん
み
わ
か

伏
し
て
惟
れ
ば
、
先
公
は
累
葉
上
相
の
家
嫡
、
六
代
左
戚
の
重
臣
な
り
。
山
丘
山
の
神
霊
を
降
し
、
少
く
し
て
大
麓
の
雨
に
入
る
。
河
洛

わ
た

の
秀
気
を
受
け
、
早
く
巨
川
の
風
を
済
す
。
故
に
能
く
君
を
嘉
舜
に
致
し
、
俗
を
黄
炎
に
返
す
。
四
海
皆
な
寿
午
の
思
を
戴
き
、
三
朝
共
に

（
第
一
段
）

総
己
の
任
を
寄
す
。
彼
の
功
成
り
理
定
ま
り
て
、
俗
を
出
で
真
に
入
る
に
至
り
て
は
、
牽
閣
に
衣
を
払
ひ
、
貌
闘
を
謝
し
て
名
を
遁
る
。
煙

て
と
こ
し
な
へ
か
う
ぷ

霞
に
遁
を
浪
に
し
、
周
羅
を
剃
り
て
道
を
問
ふ
。
行
蔵
の
義
、
独
り
宇
宙
に
光
り
、
現
当
の
謀
、
長
に
幽
明
に
冠
る
者
な
り
。

（
第
二
段
）

-64-

主
＝
＃

弟
子
、
郁
俣
の
内
挙
に
応
じ
、
伯
禽
の
外
留
を
編
す
。
年
績
か
に
三
五
に
し
て
、
位
月
卿
に
登
る
。
齢
初
め
て
十
九
に
し
て
、
職
風
后

に
至
る
。
方
に
今
、
祖
考
の
余
塵
を
継
ぎ
、
人
臣
の
崇
班
を
極
む
。
国
釣
を
乗
り
て
朝
に
当
り
、
皇
綱
を
摂
し
て
世
を
理
む
。
栄
の
身
に
余

れ
る
は
、
便
ち
是
れ
先
公
の
徳
な
り
。
賞
の
分
に
過
ぎ
た
る
は
、
何
ぞ
唯
に
弟
子
の
幸
の
み
な
ら
ん
や
。

あ
く
だ

於
戯
、
風
樹
長
に
擢
け
て
、
墳
松
漸
く
に
挟
な
り
。
長
昏
一
た
び
絶
え
て
、
春
秋
九
廻
な
り
。
蒸
々
た
る
の
心
、
物
に
感
じ
て
思
ひ
を
増

（
第
三
段
）

す
、
漣
々
た
る
の
涙
、
年
を
遂
っ
て
未
だ
乾
か
ず
。
の
り
て
白
檀
四
尺
二
す
の
釈
迦
如
来
像
、
普
賢
文
殊
二
菩
薩
像
各
一
体
を
造
立
し
奉

る
。
金
字
妙
法
蓮
華
経
一
部
八
巻
、
無
量
義
・
観
音
普
賢
・
阿
弥
陀
・
般
若
心
等
経
各
一
巻
を
書
写
し
奉
る
。
麦
秋
の
晴
天
、
梅
雨
の
良

ひ
ら

曜
、
象
岳
を
排
い
て
鷲
嶺
に
擬
し
、
蓮
府
を
掃
ひ
て
華
建
を
展
ぶ
。

二
十
四
日
の
辞
薙
を
堀
し
、
四
日
八
座
の
講
説
を
開
く
。
玄
局
を
叩
き

て
滞
ら
ず
、
皆
な
是
れ
法
門
の
関
西
の
孔
子
な
り
。
円
珠
を
論
じ
て
紛
を
解
く
、
抑
も
亦
た
釈
氏
の
市
南
宜
僚
な
り
。
愛
に
塊
練
陰
を
合

せ
、
水
石
美
を
増
す
。
彩
龍
画
錦
の
暁
浪
に
任
す
る
や
、
妙
曲
を
瑠
璃
の
琴
に
混
ず
。
錦
幡
繍
蓋
の
夕
陽
に
映
ず
る
や
、
潤
色
を
菊
翠
の



す
だ
れ箔

に
添
ふ
。
況
ん
や
復
た
、
禅
定
大
后
は
弟
子
の
同
胞
な
り
、
椅
帳
を
移
し
て
恭
な
く
も
理
事
を
連
ぬ
。
中
宮
殿
下
は
弟
子
の
長
女
な
り
。

め
守
な
か
ぎ

紫
閣
を
出
で
て
暫
く
金
根
を
廻
ら
す
。
以
て
相
府
の
光
彩
を
生
じ
、
以
て
法
会
の
威
儀
を
助
く
。
新
た
に
恵
業
を
生
し
て
、
先
公
を
責
り
奉

ら
ん
。

（
第
四
段
）

夫
れ
三
身
一
身
本
よ
り
相
ひ
即
す
る
が
故
に
、
応
身
と
雄
も
必
ず
法
報
の
身
を
具
足
す
。
前
仏
後
仏
体
皆
同
じ
な
る
が
故
に
、

難
も
亦
た
無
量
仏
を
供
養
す
。
定
め
て
知
り
ぬ
、
四
土
の
教
主
悉
く
に
此
の
庭
に
影
向
し
、
三
世
の
知
来
併
ら
此
の
地
に
照
臨
す
る
こ

お
の
お
す
み
や
な

と
を
。
宜
し
く
各
の
弟
子
の
丹
心
を
証
明
し
て
、
速
か
に
先
公
の
紺
頂
を
増
進
せ
し
む
べ
し
。
抑
も
先
公
は
広
く
仏
事
の
善
根
を
作
す
こ

と
、
楚
越
の
竹
を
載
る
が
ご
と
く
未
だ
説
き
窮
す
可
か
ら
ず
。
衆
生
の
願
海
を
利
益
す
る
こ
と
、
虚
空
界
を
尽
せ
ど
も
容
受
す
る
こ
と
能
は 一

仏
と

ず
。
必
ず
十
方
の
浄
利
に
遊
化
す
ら
ん
、
宣
に
三
有
の
故
郷
に
俳
佃
せ
ん
や
。
然
れ
ど
も
猶
ほ
若
し
未
だ
十
地
の
真
位
に
昇
ら
ざ
れ
ば
、
則

む
す
か
か

ち
如
々
実
相
の
水
を
掬
ん
で
其
の
塵
垢
を
洗
は
ん
。
若
し
未
だ
一
品
の
無
明
を
断
た
ざ
れ
ば
、
亦
た
智
々
清
浄
の
燈
を
挑
け
て
其
の
光
輝
を

増
さ
ん
。
昔
、

王
丞
相
の
年
々
に
先
墳
を
拝
せ
し
、
未
だ
菩
提
浬
繋
の
門
を
訪
は
ぎ
り
き
。
何
司
徒
の
日
々
に
中
食
を
設
け
し
、
猶
ほ
報
恩

追
孝
の
道
に
暗
か
り
き
。
今
の
修
す
る
所
、
古
へ
に
恥
ぢ
ぎ
る
の
み
。
上
は
有
頂
天
よ
り
、
下
は
無
間
獄
に
至
る
ま
で
、
廻
向
及
ぶ
所
、
済

度
無
辺
な
ら
ん
。
弟
子
某
敬
ん
で
白
す
。

（
第
五
段
）

承
保
二
年
五
月
四
日
弟
子
関
白
従
一
位

願
文
は
右
の
よ
う
に
大
き
く
五
段
に
分
れ
る
。
第
一
段
は
「
仏
の
威
光
は
円
満
な
る
月
の
如
く
百
億
国
土
の
外
ま
で
も
照
ら
し
、
法
の
教

え
は
花
ひ
ら
い
た
蓮
の
知
く
三
千
世
界
の
中
に
遍
く
香
っ
て
い
る
。
仏
法
の
深
遠
な
こ
と
は
と
て
も
称
讃
し
尽
す
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
仏

法
を
満
月
と
蓮
華
に
た
と
え
て
称
讃
す
る
。
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第
二
段
は
「
先
公
」
（
願
主
の
亡
父
）

そ
の
生
涯
を
出
家
前
と
そ
の
後
に
分
け
て
称
え
る
。

に
つ
い
て
、

第
三
段
は
「
弟
子
」
（
願
主
）
の
半
生
を
「
先
公
」
の
存
在
に
関
連
づ
け
て
述
べ
る
。

第
四
段
は

こ
の
法
華
八
講
が
亡
父
に
対
す
る
報
恩
と
追
善
の
た
め
に
企
図
さ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
当
日
の
盛
会
の
さ
ま
を
述
べ
る
。

第
五
段
で
は
祈
願
の
内
容
を
述
べ
る
。
前
半
で
は
こ
の
善
行
に
感
じ
て
諸
仏
が
願
主
の
真
心
を
証
明
し
、
亡
父
の
成
仏
を
増
進
さ
せ
て
欲

し
い
と
願
う
。
「
抑
先
公
」
以
下
の
後
半
で
は
、
生
前
に
作
し
た
善
根
や
利
益
し
た
衆
生
が
数
え
切
れ
な
い
こ
と
か
ら
推
し
て
、
亡
父
が
極

楽
往
生
を
遂
げ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
が
、
万
一
の
場
合
を
案
じ
て
、
妄
念
を
断
ち
十
地
に
昇
ら
せ
て
欲
し
い
と
願
う
。
末
尾
の
「
昔
王
丞

相
」
云
々
の
隔
句
封
は
こ
の
法
会
の
意
義
と
規
模
を
自
負
し
た
も
の
で
あ
る
。
豆
日
の
王
導
が
元
帝
を
追
慕
し
て
そ
の
山
陵
を
拝
す
る
た
び
に

哀
働
し
た
故
事
（
『
著
書
」
王
導
伝
、
『
蒙
求
』
「
王
導
公
忠
」
の
古
注
）と、
吾
の
何
曾
は
至
孝
で
あ
る
反
面
、
頗
る
賛
沢
な
性
格
の
持
ち

、
王
で

一
日
の
食
費
が
一
万
銭
に
も
及
ん
だ
こ
と

と
を
ふ
ま
え
「
む
か
し
王
導
は
毎
年
先
帝
の
墳
墓
を
拝
し
た
が
、

（
「
膏
書
』
何
曾
伝
）

今
日
の
願
主
の
よ
う
に
亡
き
人
を
極
楽
往
生
き
せ
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
何
曾
は
毎
日
中
食
を
亡
父
の
た
め
に
供
え
は
し
た

が
、
今
日
の
願
主
に
比
べ
て
報
恩
追
孝
の
点
で
は
な
お
見
劣
り
が
す
る
」
の
意
で
あ
る
。

さ
て
、
法
会
の
願
主
（
教
通
か
師
実
か
）
と
日
時
と
を
特
定
す
る
た
め
に
は
、
右
の
第
二
、
三
、

四
段
を
や
や
詳
し
く
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
。
以
下
、
こ
れ
ら
三
段
に
し
ほ
っ
て
内
容
を
見
て
ゆ
く
こ
と
に
し
よ
う
。

第
二
段
は
前
述
の
如
く
、
願
主
の
亡
父
に
つ
い
て
述
べ
る
。
「
先
公
者
累
葉
上
相
之
家
嫡
、
六
代
左
戚
之
重
臣
也
」
は
「
先
公
」
が
「
累

代
上
相
の
家
系
の
嫡
男
と
し
て
生
れ
、
天
皇
外
戚
の
臣
下
と
し
て
重
責
を
荷
う
六
代
目
で
あ
る
」
こ
と
を
言
う
。
願
主
が
教
通
な
ら
ば
「
先
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公
」
は
道
長
で
あ
り
、
師
実
な
ら
ば
頼
通
で
あ
る
。
「
左
戚
」
は
『
漢
書
』
文
帝
紀
に
「
昔
先
王
遠
く
施
し
て
其
の
報
を
求
め
ず
、
望
肥
し

て
其
の
福
を
析
ら
ず
。
賢
を
右
に
し
戚
を
左
に
し
、
民
を
先
に
し
己
を
後
に
す
」
に
拠
る
。
「
六
代
」
と
あ
る
の
は
、
藤
原
氏
で
初
め
て
関

白
と
な
っ
た
基
経
か
ら
数
え
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

天
皇
の
外
戚
と
し
て
執
政
し
た
と
い
う

そ
の
場
合
、
六
代
目
は
頼
通
に
当
る
。
但
、

こ
と
で
あ
れ
ば
、
初
め
て
摂
政
と
な
っ
た
良
房
か
ら
数
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
場
合
は
道
長
が
こ
れ
に
当
る
。
「
降
一
一
山
岳
之
神

壁E
J
少
入
一
一
大
麓
之
雨
一
受
一
一
河
洛
之
秀
気
」
早
済
一
一
巨
川
之
風
」
故
能
致
一
一
君
於
尭
舜
」
返
一
一
俗
於
黄
炎
こ
は
「
四
岳
が
神
霊
を
降
し
た
の

を
承
け
て
賢
者
の
資
質
を
獲
得
し
、
河
図
洛
書
の
秀
気
を
得
て
治
者
の
能
力
を
具
備
し
た
結
果
、
若
く
し
て
天
子
を
補
佐
し
政
務
を
統
轄
す

る

（
摂
政
関
白
の
）地
位
に
つ
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
先
公
は
天
皇
を
帝
尭
帝
舜
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
名
君
に
し
、
風
俗
を
黄
帝
炎
帝
の
世
に
返

す
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
」
の
意
。
「
大
麓
」
と
「
巨
川
」
は
そ
れ
ぞ
れ
「
大
麓
に
納
れ
て
烈
風
雷
雨
迷
は
ず
」
（
『
尚
書
』
舜
典
）
「
若
し

巨
川
を
済
ら
ば
、

汝
を
用
て
舟
揖
と
作
さ
ん
」
（
『
尚
書
』
説
命
上
）に
拠
り
、
共
に
摂
政
関
白
を
言
う
と
き
に
用
い
る
。
「
四
海
皆
戴
一
一
芳

午
之
思
ー
三
朝
共
寄
一
一
総
己
之
任
一
」
は
「
四
海
の
中
で
は
何
処
も
そ
の
思
恵
を
あ
り
が
た
く
い
た
だ
き
、天皇
は
三
朝
に
わ
た
っ
て
百
官

を
総
括
す
る
こ
と
を
彼
人
に
任
せ
た
」
の
意
。
道
長
は
一
条
、

三
条
、
後
一
条
、
片
や
頼
通
は
後
一
条
、
後
朱
雀
、
後
冷
皇
と
輔
佐
の
臣
で

あ
っ
た
。
「
三
朝
」
の
語
は
両
者
に
当
て
は
ま
り
、
「
先
公
」
が
ど
ち
ら
を
指
す
の
か
決
め
難
い
。
「
至
一
一
彼
功
成
理
定
、
出
レ
俗
入

ν
真
、
牽

閣
払
レ
衣
、
謝
一
一
一
魂
闘
一
而
遁
レ
名
、
煙
霞
浪
レ
述
、
剃
一
一
周
羅
一
而
問
レ
道
」
は
「
そ
の
功
績
が
成
就
し
政
治
が
安
定
し
た
の
ち
、
俗
世
を
出
て

仏
門
に
入
る
こ
と
を
思
い
立
た
れ
る
と
、
先
公
は
潔
く
太
政
官
（
摂
政
関
白
の
地
位
）
を
辞
任
し
て
自
由
の
身
と
な
り
、
天
皇
に
暇
を
乞
い

て
遁
世
し
、
頭
を
剃
っ
て
出
家
し
た
」
の
意
。
こ
の
一
節
は
「
先
公
」
の
引
退
後
の
信
仰
生
活
が
そ
れ
ほ
ど
短
か
く
は
な
か
っ
た
こ
と
を
暗

示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
道
長
は
寛
仁
二
年
（
一

O

一
八
）
二
月
太
政
大
臣
を
辞
し
、

同
三
年
三
月
二
十
一
日
出
家
。
八
年
後
の
万

寿
四
年
（
一
O
二
七
）
十
二
月
四
日
に
莞
じ
て
い
る
。

一
方
、
頼
通
は
治
暦
四
年
（
一
O
六
八
）
四
月
関
白
を
辞
し
、
延
久
四
年
（
一
O
七
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一
一
）
正
月
二
十
九
日
出
家
。
二
年
後
の
同
六
年
二
月
二
日
に
莞
じ
て
い
る
。
両
者
と
も
に
致
仕
後
の
生
活
は
比
較
的
長
く
、

こ
れ
ま
た
ど
ち

ら
と
も
決
め
ら
れ
な
い
。
「
可
レ
謂
下
行
蔵
之
義
、独光
一
一
宇
宙
一現
当
之
謀
、
長
冠
中
幽
明
上
者
也
」
に
見
え
る
「
行
蔵
」
の
語
は
「
論
証
巴

述
而
の
「
子
、
顔
淵
に
謂
ひ
て
日
は
く
、

之
を
用
ふ
れ
ば
則
ち
行
な
い
、
之
を
舎
つ
れ
ば
則
ち
蔵
る
。
唯
だ
我
れ
と
爾
と
是
れ
有
る
か
な
」

に
拠
る
。
こ
の
「
行
」
と
「
蔵
」
は
そ
れ
ぞ
れ
「
兼
済
」
と
「
独
善
」
に
置
き
換
え
ら
れ
る
。
「
兼
済
」
と
は
、士
大
夫
た
る
者
の
心
構
え

と
し
て
、
国
に
仕
え
る
時
は
広
く
天
下
の
万
民
を
救
済
す
る
こ
と
に
つ
と
め
る
意
で
あ
り
、
「
独
善
」
と
は
、

政
治
か
ら
退
か
ざ
る
を
得
な

く
な
っ
た
時
に
は
時
機
が
ふ
た
た
び
到
来
す
る
ま
で
ひ
と
り
我
が
身
を
修
養
す
る
意
で
あ
る
。
「
現
当
之
謀
」
は
現
世
来
世
の
た
め
に
作
す

諸
の
善
行
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
行
蔵
の
義
を
よ
く
わ
き
ま
え
て
身
を
処
し
、
現
当
の
謀
を
よ
く
作
し
た
「
先
公
」
を
世
に
類
い
な

き
理
想
的
な
人
物
で
あ
る
と
評
し
て
こ
の
段
を
し
め
く
く
る
。
以
上
、
第
二
段
に
見
ら
れ
る
「
先
公
」
に
つ
い
て
の
記
述
か
ら
は
、
願
主
を

誰
と
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
三
段
の
願
主
に
関
す
る
記
述
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。
「
応
一
一
郁
僕
之
内
挙J
補
一
一
伯
禽
之
外
留
こ
に
見
え
る
「
耐
俣
」
は
詔
一
日
の
大
夫
。

郁
僕
は
亙
日
の
悼
公
か
ら
登
用
す
べ
き
人
材
を
尋
ね
ら
れ
た
時
、
自
身
の
仇
で
あ
る
解
狐
や
自
分
の
息
子
の
郁
午
を
推
薦
し
た
こ
と
か
ら
、
偏

り
の
な
い
公
正
な
人
物
で
あ
る
と
評
さ
れ
た

（
『
左
伝
』
裏
公
三
年
、
『
史
記
』
亙
日
世
家
）
。
「
内
挙
」
の
語
は
「
左
伝
」
裏
公
二
十
一
年
に

「
郁
大
夫
は
外
挙
す
る
に
縦
を
棄
て
ず
、
内
挙
す
る
に
親
を
失
は
ず
」
と
あ
り
、ま
た

『
史
記
』
亙
日
世
家
に
「
（
郁
僕
）
外
挙
す
る
に
仇
を
隠

さ
ず
、
内
挙
す
る
に
子
を
隠
さ
ず
」
と
あ
る
に
拠
る
。
「
伯
禽
」
は
周
公
旦
の
長
男
。
「
外
留
」
は
周
公
旦
が
次
子
を
周
に
留
め
て
王
室
の
相

と
す
る
一
方
、
長
子
伯
禽
を
魯
に
出
し
て
魯
公
と
し
た
こ
と
を
言
う
。
し
た
が
っ
て
こ
の
二
句
は
「
亡
父
は
、
周
公
旦
が
長
子
伯
禽
に
跡
を

継
が
せ
ず
外
地
に
留
め
た
こ
と
を
軽
ん
じ
、
郁
俣
が
公
正
に
我
が
子
を
推
薦
し
た
こ
と
を
善
し
と
し
て
私
を
後
継
者
と
し
た
」
の
意
で
あ

る
。
「
年
縁
三
五
、
位
登
一
一
月
卿
一
齢
初
十
九
、
職
至
一
一
風
后
一
」
は
願
主
が
十
五
歳
で
公
卿
に
、

十
九
歳
で
大
臣
に
な
っ
た
こ
と
を
言
う
。

(417) -68 



教
通
は
寛
弘
七
年
（
一
O

一
O
）
十
一
月
二
十
八
日
、
十
五
歳
で
従
三
位
に
叙
せ
ら
れ
て
は
い
る
が
、
内
大
臣
と
な
る
の
は
治
安
三
年
（
一

O
二
二

七
月
二
十
五
日
、
二
十
六
歳
の
時
で
あ
り
、
願
文
の
記
述
に
合
わ
な
い
。

一
方
、
師
実
は
天
喜
三
年
（
一
O
五
五
）
十
二
月
十
四

日
、
十
四
歳
で
従
三
位
に
叙
せ
ら
れ
、
康
平
三
年
（
一

O
六
O
）
七
月
十
七
日
、
十
九
歳
で
内
大
臣
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
願
文
の

記
述
に
ほ
ぼ
合
致
す
る
。
し
た
が
っ
て
願
主
は
教
通
で
は
な
く
、
師
実
に
比
定
す
べ
き
か
と
思
わ
れ
る
。
願
、
王
が
師
実
な
ら
ば
、必然
的
に

願
文
の
日
付
「
承
保
二
年
五
月
四
日
」
に
誤
り
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
「
方
今
継
一
一
祖
考
之
余
塵
」
極
一
一
人
臣
之
崇
班
一
乗
一
一
国
釣
一
而
当
レ

朝
、
摂
一
一
皇
綱
一
市
理
レ
世
。
栄
余
一
一
於
身
」
便
是
先
公
之
徳
也
、
賞
過
一
一
於
分
」
何
唯
弟
子
之
幸
哉
」
は
、
祖
業
を
継
い
で
人
臣
と
し
て
は

最
高
位
に
つ
く
こ
と
が
で
き
た
が
、

そ
の
過
分
な
栄
誉
も
た
ま
た
ま
得
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
亡
父
の
積
ん
だ
徳
の
お
か
げ
で
あ
る
、

こ
の
段
を
し
め
く
く
る
。

第
四
段
の
冒
頭
「
於
戯
、
風
樹
長
推
、
墳
松
漸
挟
」
の
句
で
は
「
あ
あ
風
樹
は
永
遠
に
枯
れ
、
墳
墓
に
植
え
た
松
も
ひ
と
か
か
え
ほ
ど
に

成
長
し
た
」
と
、
先
公
が
亡
く
な
り
孝
養
を
尽
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
か
ら
久
し
く
年
月
が
経
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
。
「
長
昏
一
絶
、

春
秋
九
廻
」
の
「
長
昏
」
は
『
礼
記
』
曲
礼
上
の
「
凡
そ
人
の
子
為
る
の
礼
は
、
冬
温
か
に
し
て
夏
清
し
く
し
、
昏
に
定
め
て
長
に
省
る
」

に
拠
る
語
で
、
親
の
た
め
に
夜
に
は
寝
床
を
と
と
の
え
、
朝
に
は
安
否
を
問
う
意
。
し
た
が
っ
て
こ
の
二
句
は
、
亡
父
の
世
話
を
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
っ
て
か
ら
九
年
が
過
ぎ
た
こ
と
を
言
う
。
そ
し
て
、

四
時
の
物
事
に
感
じ
て
孝
養
の
思
い
が
弥
増
し
、
ど
れ
ほ
ど
年
月
が
経

っ
て
も
亡
父
を
思
う
一
俣
の
一
向
に
乾
く
時
が
な
い
の
で
、
仏
像
を
造
立
し
経
典
を
書
写
し
て
、
追
善
供
養
を
行
な
う
こ
と
に
し
た
、

く
。
す
な
わ
ち

こ
の
法
華
八
講
は
「
先
公
」
の
没
後
九
年
に
当
っ
て
催
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

師
実
の
父
、
頼
通
は
延
久
六
年
に
莞
じ
て
い
る
か
ら
、

そ
の
九
年
後
は
永
保
二
年
（
一
O
八
二
）
に
当
る
。
そ
こ
で
『
百
練
抄
』
を
繕
く

と
、
永
保
二
年
五
月
十
四
日
条
に
「
関
白
、

又
船
楽
あ

堀
河
院
に
於
て
八
講
を
修
す
。
公
家
、
度
者
を
賜
ふ
。
五
巻
の
日
に
捧
物
有
り
。

と
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り
」
の
記
事
が
見
出
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
願
文
の
日
付
の
「
承
保
二
年
五
月
四
日
」
は
「
永
保
二
年
五
月
十
四
日
」
の
誤
り
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。
こ
の
時
、
作
者
匡
房
は
四
十
二
歳
、

正
四
位
下
左
中
弁
で
東
宮
学
士
を
兼
ね
て
い
た
。
『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
の
田
中
教

忠
旧
蔵
本
（
現
在
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
）

に
は
本
文
末
尾
に
「
左
中
弁
匡
一
房
作
」
と
小
字
注
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
日
付
の
「
承
保

二
年
五
月
四
日
」
と
食
い
違
う
（
承
保
二
年
当
時
、
匡
房
は
美
作
｛
寸
）が
、
「
承
保
」
が
「
永
保
」
の
誤
り
な
ら
ば
、
両
者
は
正
し
く
照
応

す
る
。
こ
れ
を
要
す
る
に
、
永
保
二
年
五
月
十
四
日
、
従
一
位
関
白
藤
原
師
実
は
亡
父
頼
通
の
追
善
供
養
の
た
め
に
自
邸
の
堀
河
院
で
法
華

八
講
を
催
し
、
そ
の
願
文
の
執
筆
を
左
中
弁
大
江
匡
房
に
依
頼
し
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

第
四
段
の
「
麦
秋
晴
天
」
以
下
は
法
華
八
講
当
日
の
あ
り
さ
ま
を
描
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
右
の
こ
と
を
裏
づ
け
る
内
容
が

間
々
見
受
け
ら
れ
る
。
「
麦
秋
晴
天
、
梅
雨
良
曜
、
排
一
一
象
岳
一
而
擬
一
一
鷲
嶺
一
掃
一
一
蓮
府
一
而
展
一
一
華
建
」
堀
一
二
十
四
日
之
辞
薙
」
開
一
一
四
日

八
講
之
講
説
一
」
は
「
夏
目
、
自
邸
を
霊
鷲
山
に
仕
立
て
、
美
し
い
席
を
展
べ
敷
き
、
二
十
四
人
の
僧
侶
を
請
じ
て
、四
日
八
座
の
講
説
を

催
す
こ
と
に
し
た
」
の
意
。
「
叩
二
玄
盾
－
而
不
レ
滞
、
皆
目
疋
法
門
之
関
西
孔
子
也
。
論
一
一
円
珠
一
而
解
レ
紛
、
抑
亦
釈
氏
之
市
南
宜
僚
也
」
は
、

講
説
に
立
つ
僧
侶
が
皆
な
論
客
ぞ
ろ
い
な
の
で
、
『
法
華
経
』
の
難
義
は
立
ち
ど
こ
ろ
に
氷
解
し
た
こ
と
を
言
う
。
「
関
西
孔
子
」
と
は
後
漢

の
楊
震
の
こ
と
。
経
史
に
博
く
通
じ
て
い
た
の
で
時
人
が
そ
う
呼
ん
だ

『
蒙
求
』
「
楊
震
関
西
」
注
）
。
「
市
南
宜
僚
」
と
は
楚
の
賢
者
、
熊

宜
僚
の
こ
と

（
『
左
伝
』
哀
公
十
六
年
）
。
『
荘
子
』
に
は
宜
僚
が
魯
侯
や
孔
子
と
問
答
し
た
こ
と
が
見
え
る
。
「
椀
腺
合
レ
陰
、
水
石
増
レ
美
。

彩
龍
画
錦
之
任
一
一
暁
浪J
混
一A
妙
曲
於
瑠
璃
之
琴

J
錦
幡
繍
蓋
之
映
一
一
夕
陽

J

添
一
一
潤
色
於
菊
翠
之
箔
一
」
は
「
多
く
の
大
臣
公
卿
が
集
う
た

の
で

こ
の
地
の
山
水
も
ひ
と
き
わ
美
し
き
を
増
し
た
。
龍
頭
錦
首
の
船
が
暁
の
浪
に
ま
か
せ
て
進
む
音
は
、
瑠
璃
の
琴
の
音
色
に
混
じ
り

合
っ
て
妙
曲
を
奏
で
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
錦
繍
の
幡
蓋
が
夕
陽
に
き
ら
め
く
さ
ま
は
、
非
嫡
翠
の
簾
維
の
美
し
さ
に
更
に
色
ど
り
を
添

え
て
い
る
」
の
意
。
隔
句
対
の
前
半
は
大
臣
公
卿
た
ち
が
船
遊
び
に
興
じ
る
さ
ま
を
表
現
し
て
い
る
。
こ
れ
は
前
掲
の
『
百
練
抄
』
に
「
船
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楽
あ
り
」
と
あ
る
の
に
合
致
す
る
。
「
況
復
禅
定
大
后
者
弟
子
之
同
胞
也
、
移
一
一
締
帳
一
而
恭
連
一
一
理
事
一
中
宮
殿
下
者
弟
子
之
長
女
也
、
出
二

紫
闇
一
而
暫
廻
一
一
金
根
」
以
生
一
一
相
府
之
光
彩
一
以
助
一
一
法
会
之
威
儀

J
新
生
一
一
恵
業
」
奉
レ
貫
一
一
先
公
一
」
は
、
こ
れ
に
加
え
て
同
胞
の
太
皇
太

后
と
長
女
の
中
宮
と
が
法
会
に
臨
席
し

こ
う
し
て
知
恵
に
満
ち
た
善
業
を
成
し
遂

一
族
の
繁
栄
を
誇
示
し
、
法
会
の
威
厳
を
援
助
し
た
。

げ
、
故
頼
通
公
を
貫
飾
し
奉
っ
た
、

と
段
落
を
結
ぶ
。
「
禅
定
大
后
」
は
後
冷
泉
天
皇
の
中
宮
と
な
っ
た
四
条
宮
寛
子
（
一O
三
六
i

一

二
七
）
で
、
師
実
の
姉
に
当
る
。
「
中
宮
殿
下
」
は
白
河
中
宮
藤
原
賢
子
（
一O
五
七
i

一
O
八
四
）
、
師
実
の
長
女
で
あ
る
（
実
父
は
源
顕

房
）
。
以
上
、
願
文
の
第
二
、
三
、
四
段
の
内
容
を
検
討
し
た
。
最
後
に
願
文
の
末
尾
一
行
を

（
永
）
（
十
四
）

承
保
二
年
五
月
四
日
弟
子
関
白
従
一
位

と
正
し
て
本
稿
を
終
え
る
こ
と
に
す
る
。

一71-(414) 


